
取り組みとしては・・・ 

平成１９年３月の「井田病院再編整備基本計画」策定後、平成２１年７月から建設工事

に着手しました（平成２６年度全面開院予定）。新病院は、利用しやすい病院づくりを目

指すとともに、新しい医療器械や電子カルテを導入し、がん治療や救急医療の強化など医

療機能の充実に向けて取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

【正面玄関】       【外来窓口】    【患者と家族の面会もできるデイルーム】  

井田病院新病棟の一部開院 

（平成 2４年５月１日） 

 

 

 

 

 

 

＜議会での審議経過と市の取り組み＞ 

【平成１７年第４回定例会（１２月）】   

今、構造計算書の偽造や鉄筋の不足といった耐震偽装で建物の危険性が問題にな

っています。市内で起きた耐震偽装のマンションのように、井田病院はすぐに閉鎖

しなくても大丈夫なのか。井田病院の耐震診断の結果はどうだったのでしょうか。 

 

平成９年度に実施した耐震診断では、全病棟の耐震補強工事が必要との診断結果

がでました。また、施設や設備の老朽化が著しく、最新の高度医療の提供等にも制

約が出ていることから、早期の再編整備が必要と考えています。 

 

【平成１８年第４回定例会（１２月）】   

医療の専門家によると、病院の寿命は約３０年とよく伺います。井田病院は、  

１号棟が築４７年、２号棟が築３７年で、３号棟が築３２年と病院の寿命を大幅に

上回っており、一刻も早く建てかえてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

井田病院は、昭和２４年に結核病院として開院し、その後も診療科数を増やしながら市民の医

療・福祉を支えてきました。また、平成１８年には国から「地域がん診療連携拠点病院」の指定

を受け、川崎南部地域の中核病院として、患者の増加が予想されるがんなどの成人疾患医療、救

急医療などを担ってきましたが、施設の老朽化が著しく、建て替えが求められていました。 
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取り組みとしては・・・ 

平成１８年１２月１１日から、武蔵小杉駅～井田病院で 

患者さん送迎用のシャトルバスの試行運行を開始しました。 

●運 行 日  月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く） 

●運行時間  午前７時～午後５時４０分 

●料  金  無 料     

                              【シャトルバス】 

取り組みとしては・・・ 

建物の屋上に太陽光発電システムを 

設置しました。また、病院のボランテ 

ィアの皆さんとともに井田山の自然環 

境を活かした緑豊かな病院づくりにも 

取り組んでいます。 

 

【平成１８年 決算審査特別委員会（９月）】   

井田病院は周辺環境は大変いいのですが、地の利が悪く、どうしてもバスによる

交通アクセスの充実が欠かせません。バスについて、交通局だけの問題ではなく、

井田病院としても考えるべきです。 

 

ＪＲ南武線主要駅から井田病院へのバス路線はとりわけ運行本数が少なく、アク

セスの充実を求める意見が寄せられています。今後、再開発が進み人口増が見込ま

れる武蔵小杉駅と井田病院を結ぶシャトルバスを試行的に運行することなどを検討

していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年第２回定例会（６月）】   

公共施設がモデルとなって地球温暖化対策をより一層推進していく必要があると

考えますが、この度再編整備する井田病院では、どのような環境対策を取り入れて

いくのでしょうか。 

 

省エネルギー設備として、太陽光発電システム、夜間の電力を利用する水蓄熱空

調システム、雨水を雑用水として利用する給水方式等の導入を予定しています。 

また、井田病院の周囲には中原区市民健康の森を初めとする恵まれた自然環境も

残されており、病院の敷地の緑もさらにふやしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

                 【太陽光発電装置】 【中原区市民健康の森 

へ通じる散策路】 
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取り組みとしては・・・ 

建物は免震構造を採用し、屋上には 

ヘリコプターの緊急離発着場を整備し 

ました。また、水・食料・医薬品など 

の備蓄、非常電源や燃料を確保し、災 

害時でもより安全に医療を提供できる 

ようにしています。           【免震装置】     【ヘリポート】 

【平成２３年第３回定例会（７月）】   

東日本大震災の発生を受けて、病院の耐震対策はどうなっていますか。また、非

常用電源で医療器械を稼働できるよう改善すべきでないでしょうか。 

 

井田病院の新しい建物は免震設計となっています。また、非常用発電機により手

術室や生命維持装置等の電力を確保するとともに、エックス線テレビ装置やＣＴ装

置も稼働できるシステムを整備していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井田病院改築工事の１期工事が終わり、市民により利用しやすい病院として、平成２４年

５月１日に新病棟が一部開院しました。 

（平成２６年度に全面開院予定）。 

 

【診療受付時間】 

 ●午前外来の受付 午前８時～１１時 

 （ただし、初診の場合は、午前８時３０分～１１時） 

 ●午後外来の受付 午前１１時３０分～午後３時 

 

【休診日】 

 土日、祝日、年末年始 

 

【交通アクセス】 

川崎駅西口、武蔵小杉駅、武蔵新城駅、元住吉駅、  

宮前平駅、日吉駅から路線バス。 

また、武蔵小杉駅北口から井田病院患者送迎用シャトルバス（無料）も運行中。 

 

井田病院のホームページ http://www.city.kawasaki.jp/83byoin/ida/index.html 

井田病院新病棟の一部開院 

質 問 

答 弁 


